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四国中央市が単独出展！
展示ブースでは、大会の迫力や感動が伝わる
写真を使った壁面装飾で大会をPRするほか、
書道体験などができる日替わりワークショッ
プを開催します。ぜひお越しください！

9.25 FRI - 27SUN

東京ビッグサイト 西ホール
（東京都江東区有明）
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縦4メートル、横6メートル。舞台に広がる24平方メート
ルの巨大な紙は、高校生たちが青春を託す「白い舞台」
です。家族への感謝や仲間との絆、積み重ねてきた努力
を6分間の演技に込め、筆を走らせます。

この大会用紙を長年製造し、大会の歩みを支えてきたの
が丸住製紙株式会社です。その功績と培われた技術への
敬意を胸に、大王製紙株式会社が来年の本戦での使用を
見据え、新たな一枚の開発を担いました。

高校生たちの演技を受け止める大会用紙は、どのように
生まれたのか。開発担当者に話を聞きました。

技術開発部
商品開発グループ チーフ
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水戸葵陵高校の連覇で幕を閉じた第19回大会。その感動の舞台裏
には、選手たちと同じ高校生がつくり上げた、もう一つの物語があ
りました。

大会を支えたのは、市内の高校生運営チーム「SHiPs」を始めとす
る100人を超えるボランティア。異なる学校や学年の生徒たちが声
を掛け合い、役割を全うする姿は、この大会が選手だけでなく、多
くの高校生によってつくられていることを物語っています。

選手と共に真夏の書の祭典をつくり上げた経験と誇りは、次の世代
へと受け継がれ、これからも大会を支える力となっていきます。

この寄付は「ふるさと納税対象」です！

※返礼品はありません
※市内の方も控除対象となります

地方創生SDGsフェスとは
持続可能なまちづくりと地
域活性化に取り組む地方自
治体が顔を揃える、内閣府
主催の展示会です。
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寄付に関する問い合わせ先
財政課 歳入対策室  0896-28-6005
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書道パフォーマンス振興室　0896-28-6037

日本一の紙のまちから世界へ
書道パフォーマンス、台湾進出書道パフォーマンス、台湾進出

地方創生SDGsフェスで地方創生SDGsフェスで
　四国中央市　四国中央市がが墨色に輝く！墨色に輝く！
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大会の未来を支える
　もう一つの高校生の力もう一つの高校生の力

高校生たちの思いを乗せる高校生たちの思いを乗せる
24平方メートルの24平方メートルの「白い舞台」「白い舞台」

高校生の「まちを元気にしたい」という思いから始まっ
た書道パフォーマンス甲子園。大阪・関西万博での特別
大会を経て、その魅力を海外へ届ける挑戦が始まりま
す。

今年12月には、四国中央市の高校生を台湾へ派遣し、現
地の高校で演技披露と交流を行う予定です。そして、来
年の第20回記念大会では、台湾の高校生チームの特別出
演を目指します。

全国の高校書道部や市内の高校生運営チーム「SHiPs」、
市内外の企業などに支えられ成長してきた本大会。台湾
での交流を通して、その歩みと思いを次の世代へ受け継
ぎ、第20回記念大会とその先の未来へつなげます。

派遣費用や道具類の調達にはガバメントクラウドファン
ディングを活用します。高校生の新しい挑戦の応援をお
願いします。

大王製紙株式会社　「新用紙」開発プロジェクトの挑戦

THE NEXT STAGE

選手歓迎班として、うどん
の提供や本番前日の選手同
士の交流会の司会などを担
当しました。
緊張している選手のみなさ
んに、大会を楽しんでもら
うことを第一に心掛けて、
活動に取り組みました。

観客歓迎班として、商品販
売やアトラクションの司会
などを担当しました。
S H i P s で の 活 動 は 、 多 く
の人と関わる中でコミュ
ニケーション力が身に付
き、自分自身の成長にもつ
ながりました。

選手に最高のおもてなしを

活動の中で見つけた成長
受付期限   10/29（木）
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舞台の外へ、
　    物語は続く

常設

手漉き和紙職人

大西満
ま お

王さんによる
手漉き和紙体験

ガバメントクラウドファンディングで高校生の挑戦を応援


